
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
は
▽
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
の
実
施
▽
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

者
増
加
へ
の
対
応
▽
（
仮
称
）
障
が
い
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

費
の
増
額
▽
市
道
１
号
線
沿
い
斜
面
の
整
備
方
針
の
検
討
お
よ
び
法

面
補
強
工
事
の
実
施
―
な
ど
の
費
用
が
計
上
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
各
分
科
会
で
の
審

査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
定
例
会
最
終
日
に
議
員
提
案
さ
れ
た
３
件
の
意
見
書
が
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
国
に
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
」

　
物
価
高
が
続
く
中
、
貧
困
対
策
や
子
育
て
支
援
と
し
て
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
を
行
う
市
町
村
も
増
え
て
い
る
が
、
財
政
面
か
ら
実
施

で
き
な
い
市
町
村
も
あ
る
。
本
来
、
居
住
地
に
よ
る
教
育
負
担
の
格

差
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
努
め
る
の
は
国
の
務
め
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
質
の
高
い

学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
財
源
確
保
を
行

い
、
す
べ
て
の
市
町
村
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
現
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
行
う
こ
と
を
、
国
に
強
く
要
望
す
る
。

�

「『
１
０
３
万
円
の
壁
』
の
引
上
げ
に
お
け
る
代
替
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
」

　
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
個
人
住
民
税
が
減

収
に
な
る
と
、
子
ど
も
子
育
て
、
学
校
教
育
、
ご
み
処
理
な
ど
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
来
す
可
能
性
が
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
。

所
得
税
の
減
収
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税
交
付
金
も
減
少
す
れ
ば
、
全

て
の
地
方
自
治
体
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
代
替
と
な
る
財
源
を
交
付
税
措

置
と
す
る
こ
と
な
く
、
地
方
特
例
交
付
金
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
や
抜
本
改
革
を
含
め
、
地
方
税
財
源
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
慎
重
な
議
論
を
行
う
こ
と
を
国
に
強
く
求
め
る
。

�

「『
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
』
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を

求
め
る
意
見
書
」

　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
規
範
力
を
強
化
し
核
兵
器
の
使
用
を
防
ぐ
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
で
は
戦
禍
が
絶
え
ず

核
保
有
国
に
よ
る
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
や
脅
迫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
条
約
に
署
名
・
批
准
す

る
ま
で
の
間
、
オ
ブザ

ー
バ
ー
と
し
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国

会
議
」
に
参
加
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
。

問　
歳
入
の
法
人
市
民
税
の
増
額
要
因
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
当
初
予
算
編
成
時
に
も
企
業
業
績
が
好
調
傾
向
に
あ
る
と
想
定

し
ま
し
た
が
、
特
筆
す
る
も
の
と
し
て
、
令
和
５
年
２
月
に
本
社
機

能
の
一
部
が
市
内
に
移
転
し
、
税
額
の
算
出
根
拠
に
な
る
市
内
従
業

者
数
が
増
え
た
企
業
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
企
業
の
収
益
が

例
年
よ
り
も
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

問　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　
今
後
、
大
和
市
を
加
え
た
４
市
で
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用

を
行
う
た
め
、
勤
務
す
る
職
員
の
増
員
に
伴
う
仮
眠
室
の
増
設
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
旗
を
掲
揚
す
る
ポ
ー
ル
の
増
設
や
建
物
の
名
称

が
変
更
と
な
る
こ
と
に
伴
う
改
修
工
事
が
主
な
内
容
で
す
。

問　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
接
種
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
接
種
者
の
増
加
、
価
格
改
定
や
委
託
料
単
価
の
上
昇
、
人
口
増

加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
予
防
接
種
全
般
の
経
費
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
者
は
、

10
月
ま
で
で
定
期
接
種
者
の
２
・
６
倍
と
顕
著
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
製
薬
会
社
の
ワ
ク
チ
ン
出
荷
が
思
わ
し
く
な
い
状
況
と
伺
っ

て
お
り
、
接
種
希
望
者
へ
の
影
響
を
若
干
懸
念
し
て
い
ま
す
。

問　
（
仮
称
）
障
が
い
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
が
当
初
見
込
み

よ
り
増
額
と
な
っ
た
要
因
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。
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国
へ
の
意
見
書
３
件
を
可
決

国
へ
の
意
見
書
３
件
を
可
決

■
総
務
分
科
会

■
文
教
社
会
分
科
会

■
経
済
建
設
分
科
会

答　
増
額
の
要
因
は
、
利
用
者
家
族
や
障
が
い
者
団
体
、
支
援
員
な

ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
行
っ
た
、
１
階
部
分
の
Ｒ
C
造
へ
の
変

更
、
車
椅
子
用
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
、
各
ケ
ア
ル
ー
ム
の
面
積
拡
大
、

防
音
設
備
や
光
警
報
装
置
な
ど
必
要
な
設
備
の
追
加
な
ど
で
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
令
和
７
年
５
月
頃
に
着
工
し
、
令
和
８

年
５
月
頃
の
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。
利
用
者
に
慣
れ
て
も
ら
う
期
間

を
設
け
、
開
所
は
令
和
８
年
秋
頃
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

問　
学
童
保
育
保
護
者
支
援
補
助
金
の
増
額
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
の
う
ち
ス

ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
の
支
給
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、
月
額

１
万
２
千
円
を
上
限
に
保
育
料
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
利
用
率
と
利
用
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
今
年
度
の
補
助

金
申
請
者
数
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

問　
史
跡
相
模
国
分
寺
跡
地
内
の
遊
歩
道
を
延
長
整
備
す
る
理
由
と

整
備
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
史
跡
内
の
北
東
に
あ
た
る
県
道
沿
い
の
部
分
で
、
交
通
量
が
多

く
道
幅
も
狭
い
こ
と
か
ら
史
跡
を
安
全
に
見
学
す
る
た
め
に
早
急
に

整
備
を
行
い
た
い
も
の
で
す
。
今
年
度
す
で
に
整
備
し
た
部
分
に
加

え
、
北
側
隣
接
の
民
地
の
地
権
者
か
ら
借
地
の
了
解
が
得
ら
れ
た
た

め
、
北
側
に
約
16
・
５
メートル
を
延
長
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

問　
令
和
６
年
８
月
末
の
豪
雨
で
崩
落
し
た
市
道
１
号
線
沿
い
の
斜

面
の
整
備
方
針
検
討
業
務
と
補
強
工
事
の
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

答　
斜
面
の
崩
落
で
幹
線
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な
り
、
路
線
バ
ス

も
経
路
の
変
更
で
バ
ス
停
が
３
カ
所
使
え
な
い
な
ど
、
多
大
な
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
崩
落
規
模
だ
っ
た
た

め
、
民
地
の
所
有
者
に
管
理
責
任
を
求
め
る
一
方
で
、
公
益
性
の
観

点
で
の
検
討
も
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
整
備
の
方
針
や
基
準
を
策
定

す
る
た
め
の
土
質
調
査
や
工
法
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
補
強
工
事
は
、
斜
面
の
上
部
に
も
市
道
が
あ
り
、
再
び
斜
面
が
崩

れ
る
と
市
道
１
号
線
へ
の
影
響
の
ほ
か
、
こ
の
市
道
も
崩
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
崩
れ
た
部
分
の
民
地
を
無
償
で
借
り
て
道
路

区
域
に
含
め
た
上
で
、
緊
急
的
な
雨
水
排
水
の
流
末
整
備
と
モ
ル
タ

ル
吹
付
工
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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